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私
は
七
十
二
歳
で
、
現
在
の
妻
と

は
再
婚
で
す
。
前
妻
と
の
間
の
子
供
二

人
と
、
私
達
夫
婦
と
の
関
係
は
悪
い
で

す
。
私
の
姪
が
、
私
達
夫
婦
の
た
め
に

献
身
的
に
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
財
産
と
し
て
は
七

O
O
O万
円
の

自
宅
、
現
預
金
四

O
O
O万
円
、
株
式

一
O
O
O万
円
が
あ
り
ま
す
。
乙
の
度

相
続
法
が
改
正
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
私
の
場
合
何
か
影
響
が
あ
り
ま
す
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こ
の
度
、
民
法
の
相
続
部
分
に
大

き
な
改
正
が
な
さ
れ
、
ま
ず
配
偶
者
の

居
住
権
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
質
問
者
の
事
例
で
は
、
法
定
相

続
分
に
よ
れ
ば
、
妻
の
相
続
分
は
六

0

0
0万
円
な
の
で
、
自
宅
を
相
続
す
る

た
め
に
は
、
一

0
0
0万
円
を
代
償
金

と
し
て
支
払
う
か
、
あ
る
い
は
自
宅
を

売
却
し
て
換
金
し
て
現
金
で
分
け
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
住
居
老
居
住
権
三

五
O
O万
円
と
所
有
権
三
五

O
O万
円

に
分
割
で
き
る
よ
う
に
な
り
(
金
額
は

一
般
的
な
目
安
で
す
)
、
自
宅
に
住
み

続
け
、
さ
ら
に
現
預
金
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
配
偶
者
居
住
権
に
は
、
短
期

居
住
権
と
長
期
居
住
権
が
あ
り
、
長
期

居
住
権
は
、
贈
与
や
遺
産
分
割
協
議
に

よ
っ
て
取
得
し
、
長
期
(
亡
く
な
る
ま

で
)
住
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

短
期
居
住
権
は
、
相
続
が
発
生
し
た

時
に
、
被
相
続
人
が
所
有
す
る
建
物
に

配
偶
者
が
住
ん
で
い
た
場
合
に
適
用
さ

れ
、
遺
産
分
割
協
議
で
決
ま
る
ま
で
の

問
、
無
償
で
居
住
で
き
ま
す
。

遺
言
に
関
す
る
改
正
点
と
し
て
、
自

筆
証
書
遺
言
に
添
付
す
る
財
産
目
録
が

白
書
し
な
く
て
も
よ
い
点
と
、
自
筆
証

書
遺
言
を
法
務
局
で
保
管
す
る
制
度
が

で
き
る
点
で
す
。
不
動
産
、
預
貯
金
、

有
価
証
券
の
明
細
を
、
パ
ソ
コ
ン
で
作

成
し
、
こ
れ
を
添
付
し
て
自
筆
証
書
遺

言
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
自
筆
証
書
遺
言
を
法
務
局
で

保
管
す
る
制
度
に
よ
り
、
遺
言
書
の
紛

失
や
破
棄
の
心
配
、
形
式
不
備
で
無
効

と
な
る
心
配
が
な
く
な
る
ほ
か
、
検
認

手
続
き
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

遺
産
分
割
に
関
す
る
改
正
点
に
も
、

注
目
す
べ
き
内
容
が
あ
り
ま
す
。

特
別
受
益
の
持
戻
し
免
除
の
意
思
表

示
が
推
定
さ
れ
る
点
で
、
婚
姻
期
聞
が

二
O
年
以
上
の
夫
婦
の
間
で
居
住
不
動

産
(
配
偶
者
居
住
権
も
含
み
ま
す
)
が

遺
贈
や
贈
与
さ
れ
た
場
合
は
推
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
件
事
例
で
も
、

後
妻
の
立
場
を
有
利
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
遺
産
分
割
前
に
預
貯
金
の
仮

払
い
も
注
目
で
き
ま
す
。
相
続
開
始
直

後
葬
儀
な
ど
で
お
金
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
も
、
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、

少
額
な
ら
ば
相
続
人
全
員
の
同
意
が
な

く
て
も
、
払
い
戻
し
し
て
く
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
原
則
的
に
は
払
い

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
葬
儀
費
用
の
他
に
も
、
日
々

の
生
活
費
や
、
被
相
続
人
の
債
務
支
払

を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
こ
れ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
但

し
、
払
戻
金
額
に
は
上
限
額
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
相
続
人
以
外
の

親
族
が
、
被
相
続
人
の
介
諮
に
尽
く
し

て
も
、
相
続
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
ケ
ー

ス
の
姪
の
よ
う
な
特
別
寄
与
者
に
よ
る

特
別
寄
与
料
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

片
岡
信
恒

昭
和
五
十
五
年
片
岡
法
律
事
務
所
を

設
立
。
三

O
年
以
上
に
渡
り
、
取
引
紛

争
・
契
約
書
作
成
・
労
働
紛
争
・
医
療

関
係
な
ど
、
法
人
、
及
び
相
続
・
交
通

事
故
・
遺
三

7
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題

全
般
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

法
律
問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
名
古

屋
の
片
岡
法
律
事
務
所
に
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

片
岡
法
律
事
務
所

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
一
九
番

二
五
号
M
S
桜
通
七
、
八
階

宮

O
五
二
ー
二
二
二
ー
一
七

O
六
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